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 本委員会は優良市町村視察研修を行ったので、その結果を下記のとおり報告し

ます。 

 

記 

 

１ 研修月日     令和５年５月１１日(木) 

 

２ 研修地と研修項目 

（１）宮城県川崎町  公共交通事業(町民バス、タクシーチケット)について 

（２）宮城県利府町  地域おこし協力隊の活用について 

 

３ 研修概要とまとめ 

（１）宮城県川崎町 人口：８，２１０人（令和５年３月３１日現在） 

   ① 公共交通事業(町民バス、タクシーチケット)について 

    ア 町民バスは、公共交通機関の確保と福祉向上を目的に、平成１３年度

から４台で運行を開始し、既存路線バスとの重複を避けた町内循環ルー

トが主流で、町外へのアクセスはしていない。 

    イ 運行日は月曜日から金曜日（土、日、祝日、及び年末年始は運休）で

あり、乗車料金は一律１００円である。 

      また、障がい者、７０歳以上の運転免許自主返納者及び高校生以下は

無料となっている。 

    ウ 運行(路線や運行時刻)は、町民バス運営審議会及びバス利用者ニーズ

等を踏まえ、適宣、見直しを行っている。 

    エ タクシー利用助成事業は、通院や買い物など、日常生活を営むことが

困難な在宅高齢者等に対し、タクシーを利用する際の料金の一部を助成

することで、自立した生活を営むことを目的とし、対象者への助成券交

付事業を平成２６年４月１日から実施している。（通常２４枚、特定７

地区３６枚） 



      なお、町民懇談会等において、助成額の増額について要望があり、令

和５年度からは、助成券１枚あたりの金額を４００円から６００円に増

額しており、財源については過疎債を充当している。 

  まとめ 

    行政区長、教育委員等の意見・要望に耳を傾け、現状を把握し改善に取り

組んでいる。当町においても、町民の要望を真摯に受け止め取り組むべきで

ある。 

 

（２）宮城県利府町 人口:３５，８６９人(令和５年３月３１日現在) 

  ① 地域おこし協力隊事業の取り組みについて 

     梨農家の高齢化や担い手不足によって、梨農家及び生産量が減少(昭和

４０年：農家３５５戸、栽培面積５４ｈａから令和４年：５９戸、１９．

４ｈａ)し、町特産品である利府梨の産地維持を図るため、地域おこし協

力隊を活用して次世代の新たな担い手や新規就農者となる人材を育成し、

生産の安定を図るため取り組んでいる。 

  まとめ 

    隊員を確保するためには、事業内容、住居だけでなく、任期終了後も町内

に定住できるような、総合的支援が必要である。 


